
令和３年度モニタリングシート

施設名

視点 所管課評価
所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課評価
所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課評価
所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

期末評価
所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

B 計画どおり。

繁忙期のひとつの5月が休園であった
ため、窓口などでのお客様対応に追
われることはなかったが、電話応対に
かける人員が不足する場面がある。
引き続き対策を検討していきたい。

B 計画どおり。

繁忙期を向かえ、園・いろりば
たとも臨時職員を活用して来
園者対応を行った。電話応対
も多く、園職員の夏休の取得
が困難な面があった。

B 計画どおり。

この期間を通して、電話対応
も減り、大きな混乱もなく運営
できた。時間外勤務も減少し
た。

B 計画どおり。
この期間も含め、年間を通し
て、大きな混乱もなく運営でき
た。

B 計画どおり。
職員のスキルを有効に活用し効率的
な施設運営に心掛けている。

B 計画どおり。
職員のスキルを有効に活用し
効率的な施設運営に心掛けて
いる。

B 計画どおり。
職員のスキルを有効に活用し
効率的な施設運営に心掛けて
いる。

B 計画どおり。
職員のスキルを有効に活用し
効率的な施設運営に心掛けて
いる。

B 計画どおり。
引き続き清潔な園内を保てるよう心掛
ける。

B 計画どおり。
草刈りを頻繁に行うなど、引き
続き清潔な園内を保てるよう
心掛けている。

B 計画どおり。
落ち葉清掃を行うなど、引き続
き清潔な園内を保てるよう心
掛けている。

B 計画どおり。
所要の回数の清掃を年間を通
して実施し、清潔な園内を保っ
た。

管理業務の実施に係る固有の銀行口座を開設
しているか
【確認資料例：銀行口座】

B 特に問題なし
通帳と伝票の突合による支出管理を
徹底している。

B 特に問題なし
通帳と伝票の突合による支出
管理を徹底している。

B 特に問題なし。
通帳と伝票の突合による支出
管理を徹底している。

B 特に問題なし。
通帳と伝票の突合による支出
管理を徹底し、年間を通して、
事故等は発生していない。

資金の適正な管理と経理内容の明確化が図ら
れているか
【確認資料例：独立した会計帳簿】

B 特に問題なし
会計帳簿システムにより収入や支出
は仕訳帳、総勘定元帳にて適正な管
理に努めている。

B 特に問題なし

会計帳簿システムにより収入
や支出は仕訳帳、総勘定元帳
にて適正な管理に努めてい
る。また、手持ち現金の管理・
確認を確実に実行している。

B 特に問題なし。

会計帳簿システムにより収入
や支出は仕訳帳、総勘定元帳
にて適正な管理に努めてい
る。また、手持ち現金の管理・
確認を確実に実行している。

B 特に問題なし。

会計帳簿システムにより収入
や支出は仕訳帳、総勘定元帳
にて適正な管理に努めてい
る。また、手持ち現金の管理・
確認を確実に実行している。

利用料金、使用料の徴収は適正に行われてい
るか
【確認資料例：独立した会計帳簿・日報、月報・
使用料等収納（徴収）事務委託契約書・銀行口
座】

B 特に問題なし
日々の利用料金について、現金、領
収書、日報等を照合するなど適正な処
理に努めている。

B 特に問題なし

日々の利用料金について、現
金、領収書、日報等を照合す
るなど適正な処理に努めてい
る。

B 特に問題なし。

日々の利用料金について、現
金、領収書、日報等を照合す
るなど適正な処理に努めてい
る。

B 特に問題なし。

日々の利用料金について、現
金、領収書、日報等を照合す
るなど適正な処理に努めてい
る。

収支計画が適正であること
収支計画が適正に執行されているか
【確認資料例：事業計画書（収支計画）・事業報
告書】

B
4・5月の休園による減収を注
視する必要がある。

5月の連休に休園したこと及びホタル
の夕べの中止などがどう今後に影響
するか懸念している。

B
上半期の実績を踏まえ、下半
期事業計画等を見直された
い。

５月の連休を除き、上半期は
ほぼ順調に推移した。当期は
予想を超える収入が得られ
た。

B
引き続き年度末まで計画的に
進められたい。

当期も、収支・入園者などほ
ぼ順調に推移し、イベント等も
予定通り実施できたが、５月
休園分を取り戻すまでには
至っていない。

B

4・5月に休園はあったが、季
節ごとに収入増につながるイ
ベントの開催など、収支改善
に励んでいた。

この期間にふさわしいイベント
を実施するなどしたが、5月休
園分を取り戻すことはできな
かった。

業務を実施するにあたり、繁忙期・閑散期に応
じた適切な人員配置や育成がなされているか
【確認資料例：事業計画書（人員配置計画）・事
業報告書・研修報告書・実地調査】

B 特に問題なし
事業計画に沿った人員体制を確保し、
研修なども積極的に実施している。

B 特に問題なし
事業計画に沿った人員体制を
確保し、研修なども積極的に
実施している。

B 特に問題なし。
事業計画に沿った人員体制を
確保している。

B 特に問題なし。
事業計画に沿った人員体制を
確保している。

給与の支出が適切に行われているか
【確認資料例：給与規程・賃金台帳】

B 特に問題なし
出勤簿管理、賃金台帳作成など適正
処理に努めている。

B 特に問題なし
出勤簿管理、賃金台帳作成な
ど適正処理に努めている。

B 特に問題なし。
出勤簿管理、賃金台帳作成な
ど適正処理に努めている。

B 特に問題なし。
出勤簿管理、賃金台帳作成な
ど適正処理に努めている。

事業者の経営状況が健全な状態であるか
【確認資料例：財務諸表・財務評価表】

B

例年、春季に来園者が多く黒
字が生じる傾向があるが、今
年度は休園期間があったため
注意が必要である。

5月の休園などから、資金繰りが厳しく
なることが想定されたが、現状では大
きな心配は無用と考えている。

B
例年閑散期となる下半期の運
営に工夫されたい。

5月の休園があったが、現状
は健全な状態にある。下半期
の運営次第で経理状況の健
全化が問われるところである。

B
閑散期に集客増を狙ったイベ
ントを開催するといった工夫を
講じられている。

12月末時点での経理状況は
前年に比してより健全な状況
にある。

B 特に問題なし。
この期間にふさわしいイベント
を実施するなどし、前年に比し
て健全な状態である。

業務の一括委託が行われていないか
【確認資料例：第三者への一部事務委託に関す
る承諾書・事業報告書・実地調査・会計帳簿】

B 特に問題なし
施設の主たる運営等は第三者に委託
していない。

B 特に問題なし
施設の主たる運営等は第三
者に委託していない。

B 特に問題なし。
施設の主たる運営等は第三
者に委託していない。

B 特に問題なし。
施設の主たる運営等は第三
者に委託していない。

定
量
的

B

新型コロナウイルス感染症感
染拡大防止のため、4月末か
ら5月は休園としたが、やむを
得ない対応と考える。

４～５月の閉園時と２月に予定してい
る保守点検日以外は開園を予定して
いる。

B 特に問題なし
２月に予定している保守点検
日以外は開園を予定してい
る。

B 特に問題なし。
２月に予定している保守点検
日以外は開園を予定してい
る。

B 特に問題なし。
２月の保守点検日以外は開園
している。

利用者が公平に施設利用ができるよ
う、配慮されていること

減免の申請手続がなされた場合、適正に処理さ
れているか（※該当の場合）
【確認資料例：減免申請書・事業報告書・減免申
請に係る帳簿】

B 特に問題なし 入園時に減免確認を実施している。 B 特に問題なし
入園時に減免確認を実施して
いる。

B 特に問題なし。
入園時に減免確認を実施して
いる。

B 特に問題なし。
入園時に減免確認を実施して
いる。

文書の管理・保存が適切に行われているか
【確認資料例：ファイル基準表（なければそれに
準ずるもの）・実地調査】

B 特に問題なし
おおるりの家の予約台帳、宿帳などを
はじめ、個人情報は鍵のかかるロッ
カーでしっかりと管理している。

B 特に問題なし

おおるりの家の予約台帳、宿
帳などをはじめ、個人情報は
鍵のかかるロッカーでしっかり
と管理している。

B 特に問題なし。

おおるりの家の予約台帳、宿
帳などをはじめ、個人情報は
鍵のかかるロッカーでしっかり
と管理している。

B 特に問題なし。
文書は適切に管理され、個人
情報などは鍵のかかるロッ
カーで管理している。

修繕等、施設保全が適切に行われているか
【確認資料例：事業報告書・実地調査】

B 特に問題なし

施設の特徴を踏まえた上で作成した
安全確認のチェックシートを活用した
安全確認を始め、利用者が安全・安心
に施設を使用できるよう努めた。

B 特に問題なし

チェックシートを活用した安全
確認を始め、利用者が安全・
安心に施設を使用できるよう
努めている。経年劣化による
修繕項目が多くなっている。

B 特に問題なし。

チェックシートを活用した安全
確認を始め、利用者が安全・
安心に施設を使用できるよう
努めている。経年劣化による
修繕項目が多くなっている。

B 特に問題なし。

チェックシートを活用した安全
確認を始め、利用者が安全に
施設を使用できるよう努めて
いるが、経年劣化による修繕
項目が多くなっている。

備品の管理が適切に行われているか
【確認資料例：備品台帳・実地調査】

B 特に問題なし 備品台帳を整え管理している。 B 特に問題なし
備品台帳を整え管理してい
る。

B 特に問題なし。
備品台帳を整え管理してい
る。

B 特に問題なし。
備品台帳を整え管理してい
る。

B

4月末から5月の休園、例年多
くの参加者があるイベントの中
止などから、4月～6月の入園
者数は4,474人／月と目標に
到達していないが、やむを得
ないと考える。

4～5月は休園したため、6月までの3ヶ
月は月平均値を確保できていない。

B

夏休み期間である7,8月はキャ
ンプやバーベキュー、川遊び
の利用客が多く、7月～9月は
13,057人／月と目標を上回っ
た。

９月は年平均を下回ったが、７
月･８月は年平均を大きく上
回った。

B
12月から客足が低下し、10月
～12月は6,510人／月と目標
を下回った。

当期の入園者は前年より微増
だが、台風被害の大きかった
前々年よりは大幅増。ただ、
12月の客足は停滞している。

B

6,969人/月、83,624人/年
と目標を下回った。
例年多くの入園者がある5月
の休園、参加者数が多いイベ
ント（ホタルの夕べ、どんど焼
き等）の中止が影響していると
考えられる。

当期の入園者は前年なみで
あったが、年間では、5月の休
園などで目標には届かなかっ
た。

B
4月末から5月の休園により目
標は未達だが、やむを得ない
と考える。

休園期間を除き6月から体験講座は実
施している。新規の講座が増えてい
る。

B 計画どおり。 新規の講座が増えている。 B 計画どおり。
新規の講座は継続して実施し
ている。

B 計画どおり。
新規の講座も継続して実施し
ており、目標はクリアしてい
る。

施
設
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

、
利
用
者
の
増
加
等
を
図
る
方
策
が
図
ら
れ
て
い
る
か

定
量
的

入園者8,500人/月（100,000人の入園者を目的とした月平均値）

体験講座実施6回以上/月

評価項目

施
設
の
運
営
に
お
い
て
公
共
性

、
公
平
性

、
公
正
性
が
図
ら
れ
て
い
る
か

1～2日の保守点検日及び市が指定する施設修繕等による臨時閉園以外の開園

施設の公共性、公平性について継続
性が保たれているか

施
設
の
管
理
・
運
営
を
安
定
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
か

定
量
的

人員配置19人／日（事務室　７名・飲食及び宿泊施設　12名）

有資格者（危険物取扱責任者、動物取扱責任者、高所作業者運転、大型運転免許）
合計４人程度／日

清掃回数/主な建物については週５～７回程度　園路については週2回程度

定
性
的

団体の経営方針が明確であり、きちん
とした経理がされていること

管理運営がきちんとできる職員体制や
研修体制がとれていること

施設の管理運営を安定して行う能力
を有しているか

６月 ９月 １２月

夕やけ小やけふれあいの里



令和３年度モニタリングシート

施設名

視点 所管課評価
所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課評価
所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課評価
所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

期末評価
所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

評価項目

６月 ９月 １２月

夕やけ小やけふれあいの里

B

SNSでの情報発信について、
園と宿泊施設「おおるりの
家」、食事処「いろりばた」の更
なる連携を図られたい。

休園期間中も含めSNSでの情報発信
に努め、入園者は回復基調にある。３
館の連携を一層進める。

B

SNSでの情報発信について、
宿泊施設「おおるりの家」、食
事処「いろりばた」、売店「オン
ガタVIEW」とも更なる連携を図
られたい。また、イベント前は
発信頻度を高めるなど、SNS
の特性を活かしたPRを進めら
れたい。

オンガタVIEWも絡めたSNSで
の情報発信に一層努め、他の
広報媒体も活用して入園者の
増加に努める。

B

SNSでは「おおるりの家」、「い
ろりばた」に加えて「オンガタ
VIEW」とも連携して発信された
い。

オンガタVIEWも絡めたSNSで
の情報発信に一層努め、他の
広報媒体も活用して入園者の
増加に努める。

B 計画どおり。

オンガタVIEWも絡めたSNSで
の情報発信に一層努め、他の
広報媒体も活用して入園者の
増加に努める。

B
回収率向上に向けて工夫され
たい。

休園もあったが、滞留させない位置で
アンケート調査を行っているため、回
収率は高くない。位置を再検討する。

B

引き続き回収率向上に向けて
工夫されたい。また、個別イベ
ントでのアンケートを積極的に
実施いただき、利用者の声を
運営に反映されたい。

全体に関するアンケートは回
収率は高くないが、イベントご
とのアンケートは概ね好評で
ある。

B

引き続き回収率向上に向けて
工夫されたい。また、個別イベ
ントでのアンケートを積極的に
実施いただき、利用者の声を
運営に反映されたい。

引続きアンケートの回収に努
めていく。

B

引き続き回収率向上に向けて
工夫されたい。また、個別イベ
ントでのアンケートを積極的に
実施いただき、利用者の声を
運営に反映されたい。

引続きアンケートの回収に努
めていく。

定
性
的

利用者からの苦情処理の体制がとれ
ていること

利用者等からの相談及び苦情に適切に対応し
ているか
【確認資料例：相談、苦情をまとめた整理帳簿】

B 特に問題なし。
苦情等に対しては市への報告も含め
迅速に対応している。

B 特に問題なし

苦情等に対しては市への報告
も含め迅速に対応することとし
ているが、上半期で苦情はな
い。

B 特に問題なし。

苦情等に対しては市への報告
も含め迅速に対応することとし
ているが、当期も苦情等はな
い。

B 特に問題なし。

苦情等に対しては市への報告
も含め迅速に対応することとし
ているが、当期も苦情等はな
い。

B

4月末から5月の休園、例年多
くの参加者があるイベントの中
止などから、4月～6月の利用
料金収入は999,400円／月と
目標に未達だが、やむを得な
いと考える。引き続き増収につ
ながる運営を考慮されたい。

イベント等の充実化により、来園者数
の増加を図るとともに、利用料金収入
の増収に努める。

B

7月～9月ともにコロナ前の同
月より上回る利用客数があ
り、3,176,626円／月と目標を
上回った。

この期間、ニジマスつかみと
焼き体験の実施回数を増やす
などし、来園者数の増加を図
るとともに、利用料金収入の
増収に努める。

B

10月～12月ともに昨年度より
利用料金収入は上がったが、
1,748,896円／月と目標を下
回った。

おおるりの家の12月利用者は
前年比200人増、468千円増。
今後も利用料金収入の増収
に努める。

B

1,705,666円/月、
20,647,990円/年
と目標を下回った。
コロナにより利用人数の上限
を低く設定しており、利用料金
収入増に向けた見直しが必要
である。

おおるりの家の宿泊料は伸び
ず、利用料金の減につながっ
ている。全体の収支にも大き
な影響を与えている。

B 特に問題なし。
引き続き、エネルギーの節減を心がけ
る。

B 特に問題なし
引き続き、エネルギーの節減
を心がける。

B 特に問題なし。
引き続き、エネルギーの節減
を心がける。

B 特に問題なし。
引き続き、エネルギーの節減
を心がける。

定
量
的

B

4月末から5月の休園、6月の
営業時間制限により、「ふれあ
い春里まつり」、「新緑祭」、
「ホタルの夕べ」などのイベン
トを中止したことから目標は未
達だが、やむを得ないと考え
る。

緊急事態宣言下、5月の休園及び営
業時間制限などから、新緑祭、ホタル
の夕べなどの事業計画書で提示した
イベントを予定どおり実施できなかっ
た。

B

夏季に人気の高い「ニジマス
つかみ」や「星天観望会」を実
施した。また、夏休み期間に
は子ども向けの宿泊イベント
を新規で企画し実施した。

夏季シーズンに相応しいイベ
ントを数多く実施し、それぞれ
好評を博した。下半期も季節
に見合ったイベントを実施す
る。

B

10月に開催した「夕やけふれ
あいマーケット」は盛況で、
1,250名が訪れた。「やきいも
大会」は予約がすぐに埋まっ
てしまうほど人気があった。

やきいも大会など、季節に相
応しいイベントを実施する。

B

3月には新規イベント「たべも
のふぇすた」を開催しており、
今後もニーズに応じたイベント
開催を図られたい。

今後も季節に応じた新たなイ
ベントの企画を進めていく。

定
性
的

資源の有効活用など環境に配慮した
管理運営がされていること

「環境にやさしい八王子市役所エコアクションプ
ラン」及び「八王子市役所環境マネジメントシス
テム」に基づく、環境に配慮した管理・運営が行
われているか
【ヒアリング等で確認】

B 特に問題なし。

朝礼時における省エネへの取組み意
識の共有化を図るなど、環境配慮に
対する意識の向上を図ったほか、施設
全体で節電等の省エネルギーに取り
組んでいる。

B 特に問題なし

朝礼時における省エネへの取
組み意識の共有化を図るな
ど、環境配慮に対する意識の
向上を図ったほか、施設全体
で節電等の省エネルギーに取
り組んでいる。

B 特に問題なし。

環境配慮に対する意識の向
上を図ったほか、施設全体で
節電等の省エネルギーに引続
き取り組んでいく。

B 特に問題なし。

環境配慮に対する意識の向
上を図ったほか、施設全体で
節電等の省エネルギーに引続
き取り組んでいく。

B 計画どおり。
防災訓練は11月に実施予定。自衛消
防訓練は9月に実施する予定。

B 計画どおり。
防災訓練は11月に実施予定。
自衛消防訓練は9月に実施で
きず、１１月に実施する予定。

B 計画どおり。
防災訓練・自衛消防訓練とも
に、11月に実施した。

B 計画どおり。
防災訓練・自衛消防訓練とも
に、11月に実施した。

B 計画どおり。
1日1度AEDの作動確認を実施してい
る。

B 計画どおり。
1日1度AEDの作動確認を実施
している。

B 計画どおり。
1日1度AEDの作動確認を実施
している。

B 計画どおり。
1日1度AEDの作動確認を実施
している。

個人情報の取り扱いが適切であること

個人情報の適切な管理のため必要な措置が講
じられているか
【確認資料例：マニュアル・事業計画書（事業計
画）・事業報告書】

B 特に問題なし。
個人情報の管理は適切に行われ、破
棄においてもシュレッダー処理や焼却
処理を行う等、適切に行っている。

B 特に問題なし

個人情報の管理は適切に行
われ、破棄においてもシュレッ
ダー処理や焼却処理を行う
等、適切に行っている。

B 特に問題なし。

個人情報の管理は適切に行
われ、破棄においてもシュレッ
ダー処理や焼却処理を行う
等、適切に行っている。

B 特に問題なし。

個人情報の管理は適切に行
われ、破棄においてもシュレッ
ダー処理や焼却処理を行う
等、適切に行っている。

指定管理者が加入しなければならない保険に
加入しているか
【確認資料例：保険証券】

B 特に問題なし。 加入済。 B 特に問題なし 加入済。 B 特に問題なし。 加入済。 B 特に問題なし。 加入済。

事故や災害発生時の緊急時の対応が適正に行
われたか。また、適正に行えるよう体制が整っ
ているか。
【確認資料例：マニュアル・事業計画書（事業計
画）・事業報告書】

B
昨年度の火災報知器の故障
を受け、関連する配線等の工
事を追加で実施している。

緊急時のマニュアルや連絡網を整備
し、消防・避難訓練も定期的に行う計
画を立て、緊急時に迅速・適確な対応
ができるよう体制を整えている。

B
配線工事を実施後は特に問
題なし。

緊急時のマニュアルや連絡網
を整備し、消防・避難訓練も定
期的に行う計画を立て、緊急
時に迅速・適確な対応ができ
るよう体制を整えている。

B 特に問題なし。

緊急時のマニュアルや連絡網
を整備し、消防・避難訓練も定
期的に行う計画を立て、緊急
時に迅速・適確な対応ができ
るよう体制を整えている。

B 特に問題なし。

緊急時のマニュアルや連絡網
を整備し、消防・避難訓練も定
期的に行う計画を立て、緊急
時に迅速・適確な対応ができ
るよう体制を整えている。

期末総合評価

所管課コメント

B
コロナ禍ではあるが、感染対策を講じ、入場者数増につなげるための工夫した運営がなされ、昨年度に比べると、入園者数・利用料金収入ともに回復しつつあった。しかし、宿泊者数やそれに伴う飲食利用者数が減っているため、利用料金収入をコロナ前の数値に戻すためにはが客単価増に向けた更なる取組必要である。

個
人
情
報
保
護
管
理
及
び
危
機
管
理
が
図
ら
れ
て
い
る
か

定
量
的

防災訓練１回／年　実施
自衛消防訓練１回／年

AEDの作動チェック１回／日

定
性
的

緊急（防火・防犯等）対応等危機管理
体制が取られていること

施
設
の
効
率
的
な
管
理
・
運
営
が
行

わ
れ

、
経
費
の
節
減
が
図
ら
れ
て
い

る
か

定
量
的

利用料金収入2,500,000円以上／月（年間30,000,000円）

光熱水費使用料の削減（電気・水道等で前々年度比700,000円以上の減額）

事
業
の
達
成
目
標
が
明
確
で

、
具
体
的
な

事
業
計
画
に
基
づ
い
て
事
業
が
行
わ
れ
て

い
る
か

季節に相応しいイベントや入園者（収益）増加を目的としたイベントの実施
12回以上/半期（うちニーズに応じた新規イベント企画を1回以上含む）

施
設
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

、
利
用
者
の
増
加
等
を
図
る
方
策
が
図
ら
れ
て
い
る
か

定
量
的

広報「はちおうじ」等へのPR記事掲載1回程度／月
SNSを活用した情報発信4回程度/月
フリーペーパー等のメディアへの記事掲載30回/年

利用者満足度／年間を通じて実施
個別イベントのアンケートを随時実施


